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「いわてアグリベンチャーネット」からご覧になれます 

パソコン、携帯電話から「http://i-agri.net/Index/gate002」  

 
◆ りんどう  残茎処理などの秋じまい管理を遅れないよう行いましょう 

◆ 小ぎく   計画的な伏せ込み作業により、健全な親株を確保しましょう 

 

 

りんどう 

１ 生育概況 

現在、極晩生品種の出荷が終盤となっています。気温の低下に伴い、病害虫の発生も少なくなって

います。 

 

２ 栽培管理 

 (1) 茎葉の刈払い 

   刃物を使っての刈払い作業を行う場合は、ウイルス病の感染を防ぐため、完全に枯れてか

ら行います。極晩生品種では、冬まで株元の茎が枯れずに残る場合があります。その際無理

して株元から折り取ると株を傷める場合がありますので、枯れた部分までを折り取って翌春

に残りの茎を除去します。 

   また、刈払った茎葉は圃場内に放置せず、必ず圃場外で処分します。 

 (2) 除草 

   秋の除草が翌春の雑草の発生程度に大きく影響します。また、除草は害虫の越冬場所を減

らすことにもつながりますので、圃場周囲も含めた除草とします。 

(3) 株の保護 

積雪の少ない地域では、新植圃場や極早生種など根張りの弱い品種に凍寒害対策を行います。管

理機で通路の土を越冬芽が隠れる程度に土寄せする方法と、準備した無病の土を越冬芽が隠れる程

度株に置く方法(芽土)があります。 

(4) 堆肥施用 

堆肥の施用時期は、秋と春があります。秋施用の場合、芽土を兼ねて床全面に施用する例がみら

れますが、この場合必ず完熟したものを用います。施用量は 1t/10a 程度を目安とします。 

(5) 排水対策 

雪解け水が圃場内に溜まらないように排水路を確保します。とくに、ハウス栽培では雪解け水が

ハウス内に浸み込まないよう、周囲の排水溝設置やサイドのビニールや畦畔版の埋め込みにより対

策します。 

 

３ 株更新 

安定した収量を確保するためには、計画的な圃場更新を行い健全な株を維持することが重要です。

圃場・品種毎の単収に留意し、養成期間を考慮しながら株更新を進めましょう。 

来年新植を予定している圃場では、秋のうちに堆肥３～４ｔ／10ａを施用し、粗起こしや明渠の整

備等を行います。また、土壌診断を行い、施肥設計の準備をしましょう。 
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